
横
山 

助
成

桜
庭 

文
蔵

桜
庭 

文
蔵

一
ノ
関 

国
郎

静岡県・鹿児島県・能代山本・
福島県・東京都・大阪府・兵庫県・
滋賀県・函館支部設立

秋田犬標準基準一部改正・
特優制度設定

事務所を市庁舎内へ移転

山口県・山形内陸支部設立
事務所を佐々木宅へ移転
（大火により）
事務所を栗久商店へ移転

神戸・富山県・奈良県支部設立
九州総支部設立

栃木県支部設立
関東総支部設立

大分県・京都府・群馬県・岡山県・
徳島県・山梨県支部設立

香川県・秋田県南・長野県支部設立
本部事務所新築落成移転する

福井県・和歌山県・茨城県・
神奈川県支部設立

石川県・愛媛県支部設立

秋保協一本化完了
千葉県支部設立
天皇皇后両陛下、
鳳鳴高校にて秋田犬御鑑賞

東北総支部設立・専務制を設ける
大館駅前にハチ公銅像・
秋田犬群像出来る

宮埼県・八戸支部設立
会報「秋田犬」月刊となる
犬舎号表彰制度設定

田
中 

　昌

畠
山 

緋
英

桜
庭 

文
蔵

中
田 

直
敏

年次

30年

31年

32年

33年

34年

35年

36年

37年

38年

39年

40年

会長 副会長 審査部長 記　　　事

田
中 

　昌

佐
々
木 

大
祐

畠
山 

緋
英

平
泉 

良
之
助

工
藤 

堅
逸

安
達 

友
彰

安
達 

友
彰

安
達 

友
彰

平
泉 

栄
吉

平
泉 

良
之
助

平
泉 

良
之
助

五
十
嵐 
博

五
十
嵐 

博

加
賀 
信
一

田
中 

　昌

高
橋 

久
夫

畠
山 
緋
英

青
木 

庄
太
郎

佐
々
木 

大
祐

佐
々
木 

大
祐

小
笠
原 

一
郎

岩
永 

武
夫

佐
々
木 

大
祐

小
笠
原 

一
郎

伊
藤 

多
喜
雄

小
笠
原 

一
郎

年次

41年

42年

43年

44年

45年

46年

47年

48年

49年

50年

51年

会長 副会長 審査部長 記　　　事

中国総支部・四国総支部設立
審査員登録試験制設定

皇太子、同妃殿下、雪沢山荘にて
秋田犬御鑑賞
ロサンゼルス・高知県・佐賀県・
宮城県塩釜支部設立

社団法人組織二十周年式典挙行
宮城県支部・宮城県塩釜支部合併
鳥取県支部設立

山形県支部・山形内陸支部合併

札幌支部を北海道中央支部と変更
福井県支部廃止

札幌支部設立

熊本県支部設立
神戸支部設立

島根県支部設立
北陸総支部設立

年譜表 ［昭和30年～51年］

泉

　 

茂
家

平
泉 

栄
吉

秋田犬保存会設立される

文化保護法による天然記念物と
指定される

秋田犬標準制定

ヘレンケラー女史へ再び剣山号贈る

大館駅に忠犬ハチ公銅像が出来る
ハチ公死亡　昭和１０年３月８日

渋谷駅前に忠犬ハチ公銅像
建立される

幹事長制を受ける　犬籍登録開始
ヘレンケラー女史へ小笠原一郎氏より
神風号を進上する

大館町に於いて大阪・愛知・長野・
新潟など全国からの出陳を得て
全国秋田犬展覧会を開く（第八回）
犬舎号登録開始

平
泉 

栄
吉

工
藤 

堅
逸

安
達 

友
彰

年次

2年

3年

4年

5年

6年

7年

8年

9年

10年

11年

12年

13年

14年

15年

16年

17年

18年

会長 副会長 審査部長 記　　　事

平
泉 

栄
吉

桜
庭 

文
蔵

佐
藤 

敬
治

工
藤 

堅
逸

安
達 

友
彰

渡
部 

綱
次

安
達 

友
彰

年次

19年

20年

21年

22年

23年

24年

25年

26年

27年

28年

29年

会長 副会長 審査部長 記　　　事

事務所開設大館町、河田商店の一部

常務理事、幹事制を設ける

熊本県・山形県・埼玉県・愛知県・
岐阜・三重県・広島県･福岡県・
新潟北越支部設立
秋田犬標準一部改正・
秋保名誉章設定
社団法人となる
本部展が初めて地方（名古屋）で
開催される

秋田犬保存会・秋田犬保存協会の
一本化協定成立

秋田県北・岩手県支部設立

高松宮様　大館公会堂前にて
秋田犬御観賞　

会報「秋田犬」第一号発行 
事務所を旧朝鮮連盟会館跡へ移転
秋田・鹿角支部設立

東海・関西総支部設立
秋田県内支部解消し県北・中央・県南へ
宮城県・秋田中央・秋田県南・
青森県・新潟県・長崎県支部設立

年譜表 ［昭和2年～29年］
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